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　東京大学准教授の著者が、第一線の
人工知能研究者8人と将棋の羽生善治
に行ったインタビューをまとめた書。人工
知能学会の新旧会長のほか松尾豊、中
島秀之、山川宏など著名な研究者が登
場する。シンギュラリティの可能性や人
工知能研究の展望、自動運転など、読者
が知りたいポイントを上手く突いている。
　タイトルになっている「強いAI」とは、
意識や自我のようなものをもった人工
知能を指す。例えばドラえもんで、現時
点では存在しない。一方の「弱いAI」と
は意識や自我はもっていないが、「知能
があるかのように見える」振る舞いをす
る人工知能を指す。現在の人工知能が
該当する。
　筆者は、弱いAIの研究が進めば強い 
AIになるのか、強いAIはどのようにして
実現するのか、強いAIは人間の脅威と
なるのかなどの質問の数々を研究者に
投げかける。

　全世界に衝撃を与えた大事故や金融
危機、経営破綻、製品リコールなど約30
件の大惨事を検証し、そこから教訓を導

いた書。大惨事に共通するのは情報隠
蔽、歪曲、保身、傲慢というのが筆者の見
立て。しかも意図的に情報の隠蔽を行っ
ているのが、多くは組織の中心にいる人
物だったりする。本書を読むと歴史に学
ない人間の愚かさがよく分かる。
　筆者はスリーマイル島原子力発電所
事故、スペースシャトル・チャレンジャー
号爆発事故、エンロン事件、フォルクス
ワーゲン・ディーゼル排出ガス不正など
30件の事例を取り上げる。コンパクトに
まとまっており、問題点を大づかみにす
るのにはちょうどいい。各事例の最後に
は教訓をまとめており理解を助けてくれ
る。なお情報共有・公開がうまくいった例
として、トヨタ生産方式やソニーのバッテ
リーリコールを紹介している。

　因果関係の解明に焦点を当てたデー
タ分析の入門書。豊富な事例が理解を
助けてくれる。数式的な理解ではなく、
直感的な考え方の理解が重要と語る。
データとどう向き合うかの勘所や陥りや
すいミスの数々を解説するとともに、
データ分析を行うにあたって具体的に
どのような考え方や技術が必要とされ
るかを丁寧に説く。日経・図書文化賞を
はじめ多くの賞をとっているのも頷け
る。データ分析に興味のある方にお薦
めの良書である。

　学問的に一定のレベルを保ちなが
ら、具体例を駆使した解説が秀抜であ
る。MITのネグロポンテメディアラボ所
長が主導したOLPC（One Laptop per 
Children）プロジェクトが、子供の成績
に与える影響がほぼ皆無だった事実な
ど、「へ～っ」と思わせる事例が少なくな
い。最後にはデータ分析の不完全性や
限界も明らかにする。

　リスク管理の観点から製品デザインの
重要さを解説した書。事例が豊富かつ具
体的で分かりやすい。組み込み業界に
とっても重要な指摘が含まれている。
　冒頭ではデザインによって人の命が
奪われた医療機器の例を挙げる。デザ
インによっては製品を使った人を怒ら
せたり、悲しませたり、失礼にあたった
り、疎外感を与えることになりかねない
と説く。例えば意図的に複雑にデザイン
された“ダークパターン”の製品は人の
気持ちを逆なでし、怒りを煽るとする。
　筆者は、クリエータ第一でユーザーを
二の次にし、多様性や公平さに欠けるデ
ザインの数々を槍玉に挙げる。思いつき
でモノを作り、新しいアイデアやお金、ト
レンドを追っているデザイン業界は本当
の価値を生み出しているのかと警鐘を
鳴らす。優れたデザインには、ユーザー
への共感が不可欠だと指摘する。
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